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専用港への排水・漏出経路

専⽤港へ
例：10⽉27⽇

636m3

h"ps://www.tepco.co.jp/press/report/2023/16
66390_8992.html

運⽤基準（排⽔）
H-3：1,500Bq/l
Cs-137,Cs-134：1Bq/l
全β：3Bq/l

2023年5⽉の加重平均で3-H
が55Bq/l他は検出限界未満



専用港内セシウム濃度推移



専用港内への放出・漏洩量の計算

この地点の濃度データで
漏出量を計算全
β:13.37~14.25Bq/l
Cs-137:0.38~0.48Bq/l
H-3:2.32~2.63Bq/l

専⽤港内の体積
⾯積254,000m2

深さ5.5m
体積 1,397,000m3海⽔交換率

0.44

計算結果
23年5⽉の場合
全β:2,500~2,900億Bq
Cs-137:70~96億Bq
H-3:430~530億Bq



第1回目の処理汚染水放出量

港湾内計算結果
23年5⽉の場合
全β:2,500~2,900億Bq
Cs-137:70~96億Bq
H-3:430~530億Bq



結論
•専⽤港内に⽇常的に放射性物質が放出・漏洩し
ていることが明らかになった。

•測定はトリチウム、セシウム、プルトニウムに
対して⾏われていた、他の核種については⾏わ
れていない。
（https://www.tepco.co.jp/decommission/data/analysis/pdf_csv/2023/4q/subsurface_231028-j.pdf）

•処理汚染⽔の海洋放出について、告⽰濃度未満
を満たしているが、政府・東電は⽇常的な放
出・漏洩は考慮していない。
・「施設内に保管されている発災以降発⽣した⽡礫や汚染⽔等」が評価対象

•これを考慮すると、追加被曝線量1mSv/yを超
える可能性が⾼い。

https://www.tepco.co.jp/decommission/data/analysis/pdf_csv/2023/4q/subsurface_231028-j.pdf

